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【内容要旨】（1,200字以内） 
【背景】Helicobacter pylori（H. pylori）感染は胃癌の重要な要因である一方、

H. pylori と大腸癌との関連については一定の見解はない。またヒトでの H. 

pylori除菌と大腸腫瘍罹患を検討した報告も 5編に留まる。そこで H. pylori感

染および除菌が大腸癌罹患に与える影響を疫学的に解析した。 

【方法】PubMed検索式：Helicobacter pylori AND（adenoma OR colonic polyps 

OR colorectal carcinoma OR colorectal cancer OR colon cancer OR colonic 

neoplasms）で 2001～2023 年の文献 924 編を抽出し、精査の上、39 編を対象

とし研究方法毎にメタ解析を行った。次に山形コホート研究のベースライン（BS）

調査で H. pylori 抗体検査を受け自己記入式問診票に回答した一般住民 14,859

名を対象に、癌登録と問診票から大腸癌群 173 名と対照群に分け症例対照研究

を行った。血清 H. pylori 抗体価、pepsinogen 値と除菌歴の問診票結果から未

感染、持続感染、除菌成功群を同定し、ロジスティクス回帰分析にて各群の大腸

癌のオッズ比（OR）を算出した。さらに BS 時に消化器癌既往や腸管切除歴、

データ欠損のある者を除外した 10,629名を対象に前向き研究を行った。未感染、

持続感染、除菌成功群に分類し、Cox比例ハザードモデルで各群の大腸癌罹患の

ハザード比（HR）を算出した。また 5年後調査の除菌歴から持続感染群のうち

新規の除菌成功者を同定し除菌成功群に含め、除菌歴不明な者を除外し 6,417名

での解析も行った。 

【結果】メタ解析による H. pylori感染の大腸癌の統合 OR（95% CI）は横断研

究で 1.95（1.42–2.69）、症例対照研究で 1.19（1.12–1.27）、コホート研究で 1.99

（1.24–3.21）であった。Funnel plotはいずれも対称性であった。山形コホート

を用いた症例対照研究の大腸癌の調整 ORは、持続感染群で 1.62（1.04–2.53）、

ABC分類で C + D 群は 1.71（1.12–2.62）であった。前向き研究の追跡期間中

央値は 10年、大腸癌発症は 159名で、その HRは高年齢、男性、BMIや腹囲、

WHtR高値、喫煙、飲酒、糖尿病、高血圧症、高脂血症で有意に高かった。多変

量解析では持続感染群の大腸癌 HRは 1.49（1.01–2.20）であった。5年後調査

に基づく再分類をした解析では、未感染群に比し持続感染群の大腸癌HRは2.69

（1.64–4.41）、持続感染群に比し除菌成功群では 0.50（0.30–0.83）であった。 

【結論】H. pylori 感染は大腸癌の独立したリスク因子であり、胃炎の進展は大

腸癌リスクと関連した。H. pylori 感染は大腸癌罹患にも重要な役割を果たし、

その除菌は大腸癌発症を抑制させる可能性がある。 
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